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○申請方法　窓口（平戸市役所１階⑥番窓口、各支所、各出張所）での申請または郵送
○郵送宛先　〒859-5192　平戸市岩の上町1508番地３　平戸市役所福祉課総務班
○申請書類　申請に必要な書類は上記窓口または平戸市ホームページ（QRコードより）で入手でき
　　　　　　ます。
○申請期間　２月15日（火）～９月30日（金）
※詳しい内容については平戸市ホームページをご覧ください。　
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申請時点で住民登録のある市区町村への申請が必要です。

新型コロナウイルス感染症の影響による家計急変世帯に向けた

婚活相談会開催
　平戸市では、市内独身者を対象に、個別の婚活相談会を定期的に開催しています。
　市内在住で、「婚活に興味はあるけど、何から始めればよいかわからない」「婚活中だけ
ど、なかなか上手くいかない」と悩んでいる独身の皆さんや、「息子や娘の結婚について相
談したい」と考えている家族の皆さん、この機会にぜひご相談ください。

平戸市未来創造館　会議室B

平戸市内に在住の20歳以上の独身者、またはそのご家族(親子での参加も可)

地域協働課定住推進班（☎22-9105）へ電話でお申し込みください。（３月４日締切）

地域協働課定住推進班　☎22-9105問

臨時特別給付金の支給

１世帯あたり10万円
支給額

「住民税非課税世帯向け臨時特別給付金」の支給対象世帯以外の令和３年度（令和２年分）住民税課税世

帯で、令和３年１月以降の収入が新型コロナウイルス感染症の影響で減少し、世帯全員が「住民税非課税

相当」の水準まで減少した世帯。

※「住民税非課税世帯向け臨時特別給付金」の支給対象世帯には、２月中に平戸市役所から確認書が届き

　ます。

支給対象世帯

申請受付後、順次支給
支給時期

申請方法

お問い合わせ

○内閣府住民税非課税世帯等に対する臨時特別給
　付金コールセンター（制度の内容に関すること）

（受付時間　午前９時～午後８時）
（受付時間　午前８時30分～午後５時15分）
▶Eメール　fukushi_somu@city.hirado.lg.jp

☎0120-526-145 ☎22-9130

○平戸市役所内窓口（支給に関すること）
　福祉課総務班（本庁１階⑥番窓口）※平日のみ

平戸市ホームページ▶

非課税相当限度額
住民税非課税相当とは、世帯員全員のそれぞれの年収見込額（令和３年１月以降の任意の１カ月収入×
12倍）が住民税均等割非課税水準以下であることを指します。
※適用される限度額は、下記の早見表を参考にしてください。

単身または扶養親族がいない場合

配偶者・扶養親族（計１人）を扶養している場合

配偶者・扶養親族（計２人）を扶養している場合

配偶者・扶養親族（計３人）を扶養している場合

配偶者・扶養親族（計４人）を扶養している場合

930,000円

1,378,000円

1,658,000円

1,938,000円

2,218,000円

380,000円

828,000円

1,108,000円

1,388,000円

1,668,000円

扶養している親族の状況 非課税相当収入限度額
（収入額ベース）※給与収入等

非課税相当所得限度額
（所得額ベース）※収入－経費

と こ ろ

対 　 象

申込方法

３と　き ６ 日

相談料

無料
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■中部出張所　☎22-9180　■南部出張所　☎22-9190　■舘浦出張所　☎22-9204　■度島連絡所　☎22-9176
■平戸市役所　☎22-4111　■生月支所　☎22-9200　■田平支所　☎22-9210　■大島支所　☎55-2511

Please 
Check 「募集」「お知らせ」などの重要な「情報」が満載

15日号も見落とさないで、要チェック！

見逃せない情報がココに
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農
地
中
間
管
理
制
度
は
農
地

中
間
管
理
機
構（
委
託
先
窓
口
平

戸
市
）が
農
地
所
有
者
と
耕
作
者

の
間
に
立
っ
て
貸
借
の
橋
渡
し
を

す
る
制
度
で
す
。

○
制
度
概
要

　

①
農
地
所
有
者
は
平
戸
市
へ

　
　

農
地
の
貸
付
申
出
を
す
る

　
　

と
、
耕
作
者（
借
受
申
出
者
）

　
　

へ
農
地
情
報
が
提
供
さ
れ
ま

　
　

す
。

　

②
耕
作
者
は
平
戸
市
へ
借
受

　
　

申
出
を
す
る
と
、
貸
付
希

　
　

望
の
農
地
情
報
を
受
け
取

　
　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

③
耕
作
者
は
借
受
し
た
い
農

　
　

地
が
あ
れ
ば
貸
借
の
手
続

　
　

き
が
で
き
ま
す
。

○
そ
の
他　

詳
し
く
は
、
農
林

　

課
窓
口
に
備
え
付
け
の
チ
ラ
シ
、

　

ま
た
は
長
崎
県
農
業
振
興
公

　

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

　

さ
い
。

○
農
地
中
間
管
理
マ
ッ
チ
ン
グ
会

募　

集

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

昨年の様子

　

貸
付
希
望
農
地
の
詳
細
情
報

　

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

○
と　

き　

２
月
28
日（
月
）〜

　

３
月
４
日（
金
）午
前
９
時
〜

　

午
後
５
時　

○
と
こ
ろ　

平
戸
市
役
所
２
階

　

小
会
議
室

◎
問　

農
林
課
農
山
村
対
策
班

　
（
☎
22-

９
１
５
０
）

　

林
野
庁
九
州
森
林
管
理
局
で

は
、
国
有
林
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
た
め
に
、
国
有
林
へ
の
意
見

を
報
告
す
る「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
業
務
内
容

　

▼
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答

　

▼
国
有
林
に
つ
い
て
意
見
報
告

　

▼
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席

○
期　

間　

令
和
４
年
〜
令
和

　

５
年（
２
年
間
）

○
応
募
資
格　

20
歳
以
上

　

※

森
林
・
林
業
お
よ
び
国
有

　
　

林
に
関
心
が
あ
り
、
期
間

　
　

中
、
各
業
務
に
従
事
で
き
る

　
　

人

○
募
集
人
数　

30
人
程
度

○
応
募
締
切
日　

２
月
25
日（
金
）

○
申
込
方
法　

九
州
森
林
管
理

　

局
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
の
応
募
フ
ォ

　

ー
ム
か
ら

　

※

利
用
で
き
な
い
場
合
は
、
九

　
　

州
森
林
管
理
局（
☎
０
９
６-

　
　

３
２
８-

３
６
４
２
）へ
連

　
　

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問　

農
林
課
農
林
整
備
班

　
（
☎
22-

９
１
５
１
）

　

乳
幼
児
の
健
や
か
な
成
長
を

支
援
し
、
保
護
者
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
育
児
用

品
を
貸
し
出
し
ま
す
。

○
貸
出
用
品
・
貸
出
期
間

　

①
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
15
台
・
最
長

　
　

１
年

　

②
ベ
ビ
ー
ス
ケ
ー
ル（
体
重
計
）

　
　

20
台
・
１
〜
３
カ
月

　

③
ベ
ビ
ー
バ
ス
10
台
・
１
〜
３

　
　

カ
月

　

④
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
10
台
・

　
　

最
長
１
年

　
※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

　
　

抽
選
と
し
ま
す
。

　

※
育
児
用
品
の
貸
し
出
し
・
返

　
　

却
は
、
こ
ど
も
未
来
課
子

　
　

育
て
支
援
班
ま
た
は
各
支

　
　

所
地
域
振
興
課
、
各
出
張

　
　

所
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

○
対
象
者　

平
戸
市
内
に
住
所

　

を
有
す
る
乳
幼
児（
令
和
４
年

　

６
月
30
日(

木)

ま
で
に
出
産

　

予
定
を
含
む
）の
保
護
者
ま
た

　

は
里
帰
り
先
の
祖
父
母
な
ど
。

　

た
だ
し
、
保
育
料
な
ど
の
滞

　

納
者
を
除
く
。

○
申
請
方
法　

母
子
健
康
手
帳

　

を
持
参
の
上
、
市
民
課
総
合

　

窓
口
ま
た
は
各
支
所
地
域
振

　

興
課
、
各
出
張
所
に
備
え
付

　

け
の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項

　

を
記
入
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ

　

い
。

○
申
請
期
間　

３
月
１
日（
火
）

　

〜
14
日（
月
）

　

※

出
産
予
定
日
の
２
週
間
前

　
　

よ
り
貸
し
出
し
可
能
で
す
。

◎
問　

こ
ど
も
未
来
課
子
育
て

　

支
援
班　

　
（
☎
22-

９
１
３
７
）

　

施
設
等
利
用
給
付
の
対
象
で

あ
る
新
制
度
未
移
行
幼
稚
園（
や

よ
い
幼
稚
園
な
ど
）や
幼
稚
園
・

認
定
こ
ど
も
園（
教
育
部
分
）の

預
か
り
保
育
、
認
可
外
保
育
施

設
な
ど
を
、
４
月
か
ら
新
た
に
利

用
す
る
子
ど
も
が
、
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
を
受
け
る
た
め
に

は
、
施
設
等
利
用
給
付
認
定
申

請
が
必
要
で
す
。

○
認
定
が
必
要
な
人

　

▼
新
制
度
未
移
行
幼
稚
園
を

　
　

利
用
す
る
満
３
歳
か
ら
小

　
　

学
校
就
学
前
ま
で
の
子
ど

　
　

も

　

▼
預
か
り
保
育
、
認
可
外
保

　
　

育
施
設
な
ど
を
利
用
す
る

　
　

３
歳
児
ク
ラ
ス（
３
歳
に
な

　
　

っ
た
後
の
最
初
の
４
月
以
降
）

　
　

か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で
の

　
　

子
ど
も
と
、
住
民
税
非
課

　
　

税
世
帯
で
０
歳
児
ク
ラ
ス
か

　
　

ら
２
歳
児
ク
ラ
ス（
３
歳
に

　
　

な
っ
た
後
の
最
初
の
３
月
31

　
　

日
ま
で
）の
子
ど
も

　

※

認
可
外
保
育
施
設
な
ど
と

　
　

は
、
主
に
認
可
外
保
育
施

　
　

設
の
ほ
か
、
一
時
預
か
り
事

　
　

業
、
病
児
保
育
事
業
、
フ

　
　

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

　
　

ン
タ
ー
事
業
の
こ
と
で
す
。

○
申
請
手
続
き　

認
定
を
希
望

　

す
る
場
合
は
、
申
請
書
に
必

　

要
書
類（
保
護
者
の
勤
務
証
明

　

書
な
ど
保
育
を
必
要
と
す
る

　

事
由
を
確
認
で
き
る
書
類
）を

　

添
え
て
、
こ
ど
も
未
来
課
子

　

育
て
支
援
班（
新
制
度
未
移
行

　

幼
稚
園
は
教
育
委
員
会
教
育

　

総
務
課
）、
ま
た
は
利
用
す
る

　

施
設
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

申
請
関
係
書
類
は
、
こ
ど
も

　

未
来
課
子
育
て
支
援
班
、
教

　

育
委
員
会
教
育
総
務
課
の
窓

　

口
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
平

　

戸
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
申
込
期
限　

３
月
14
日（
月
）

◎
問　

こ
ど
も
未
来
課
子
育
て

　

支
援
班　

　
（
☎
22-

９
１
３
７
）　

　

平
日
の
開
庁
時
間
に
来
庁
で
き

な
い
人
の
た
め
に
、
休
日
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
お

よ
び
交
付
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

利
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
２

月
25
日（
金
）の
午
後
５
時
ま
で

に
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
と　

き　

２
月
27
日（
日
）午
前

　

８
時
30
分
〜
午
後
５
時

○
と
こ
ろ　

平
戸
市
役
所
１
階

　

③
番
窓
口

○
留
意
事
項　

戸
籍
や
住
民
票

　

の
交
付
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

毎
週
木
曜
日
の
延
長
窓
口（
午

　

後
７
時
ま
で
）も
利
用
で
き
ま

　

す
。

○
今
後
の
実
施
日　

広
報
ひ
ら

　

ど
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
問　

市
民
課
戸
籍
住
民
班

　
（
☎
22-

９
１
２
３
）

お
知
ら
せ

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
に
必
要
な
認
定

乳
幼
児
へ
の
育
児
用
品
貸

出
事
業
第
１
期
募
集

まき網漁業の魅力を小中学生に

　１月25日、まき網漁業を紹介するク
リアファイルが、山田舘浦地区まちづ
くり運営協議会から生月町の小中学校
に寄贈されました。
　このクリアファイルは、地域の基幹
産業である「まき網漁業」の魅力発信と
後継者確保を目的として制作されまし
た。表面には、安全性向上のため大
型化された漁船の雄姿が、裏面には
主要な漁場とまき網漁法のしくみや季
節ごとの魚種が紹介されています。

山田・舘浦地区まちづくり運営協議会　☎53-1550問

▲クリアファイル表面 ▲クリアファイル裏面

休
日
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
窓
口
開
設

農
地
中
間
管
理
制
度
の
活

用

※配布を希望する人は、山田・舘浦地区まちづくり運営協議会までご連絡ください。


